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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡の挿入部先端に着脱可能なフードに、上記挿入部の外面に沿わせて配置する副送水
チューブの先端部を着脱可能に保持する副送水チューブ選択保持部と、該選択保持部に保
持された副送水チューブの先端部と該フード先端に開口する副送水口とを連通させる副送
水通路とを設けたことを特徴とする副送水機能付き内視鏡のフード構造。
【請求項２】
請求項１記載の内視鏡のフード構造において、副送水チューブ選択保持部は、副送水チュ
ーブの先端に固定された、該副送水チューブの外径より大きいパイプ固定部材と；このパ
イプ固定部材の全部と副送水チューブの先端一部を着脱可能に支持する、フードに形成し
た凹部と；を有している内視鏡のフード構造。
【請求項３】
請求項２記載の内視鏡のフード構造において、パイプ固定部材は、内視鏡先端部の外周面
一部に沿う円弧面を有し、副送水チューブ先端に固定された偏平な略三角柱状部材であり
、フードには、この三角柱状パイプ固定部材を内周側から受け入れるパイプ固定部材凹部
と、副送水チューブを内周側から受け入れるチューブ凹部とが形成されている内視鏡のフ
ード構造。
【請求項４】
請求項２記載の内視鏡のフード構造において、パイプ固定部材は、内視鏡先端部の外周面
一部に沿う円弧面を有し、副送水チューブ先端から一定の距離をあけて固定された偏平な
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略三角柱状部材であり、フードには、副送水チューブの先端部を嵌める該フードの副送水
通路と同心の先端挿入穴と、この三角柱状パイプ固定部材を内周側から受け入れるパイプ
固定部材凹部と、副送水チューブを内周側から受け入れるチューブ凹部とが形成されてい
る内視鏡のフード構造。
【請求項５】
請求項４記載の内視鏡のフード構造において、先端挿入穴は、副送水チューブの外径より
も小径に形成されている内視鏡のフード構造。
【請求項６】
請求項１記載の内視鏡のフード構造において、副送水チューブ選択保持部は、副送水チュ
ーブに該先端から一定の距離をあけて形成された小径段部と；この小径段部及び副送水チ
ューブを内周側から受け入れる、フードに形成された凹部と；からなっている内視鏡のフ
ード構造。
【請求項７】
請求項１ないし６のいずれか一項に記載の内視鏡のフード構造において、フードが弾性部
材によって形成されている内視鏡のフード構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
本発明は、内視鏡のフード構造に関する。
【０００２】
【従来技術およびその問題点】
内視鏡では、例えば臨床検査において、挿入部の先端から洗浄液を噴出させて視野内にあ
る汚物を除去したり、染色液を噴出させて所望位置を染色したりすることが可能なタイプ
がある。このような洗浄液や染色液は、挿入部先端の観察窓を洗浄するために送られる液
体と区別するために、一般に副送水と呼ばれている。最近では、挿入部先端に装着するフ
ードに副送水穴を形成し、この副送水穴に、一端部が副送水源に接続された副送水チュー
ブの他端部を接続することで、挿入部を大径化させることなく内視鏡に副送水機能を備え
ることが望ましいとされている。
【０００３】
しかしながら、従来の副送水機能付きフードでは副送水チューブが着脱不能なため、副送
水機能の要否に応じて使用するフードを選択する必要があり、煩雑であった。また医療現
場では、内視鏡の挿入部径に応じて各種のフードを用意しなければならず、保有するフー
ドの数が増大して好ましくないという指摘もある。
【０００４】
【発明の目的】
本発明は、上記問題点に鑑み、フードに対して副送水チューブが着脱可能な内視鏡のフー
ド構造を得ることを目的とする。
【０００５】
【発明の概要】
本発明は、内視鏡の挿入部先端に着脱可能なフードに、上記挿入部の外面に沿わせて配置
する副送水チューブの先端部を着脱可能に保持する副送水チューブ選択保持部と、該選択
保持部に保持された副送水チューブの先端部と該フード先端に開口する副送水口とを連通
させる副送水通路とを設けたことを特徴としている。
【０００６】
上記構成によれば、容易に副送水チューブをフードに装着または脱着することができ、副
送水機能の要否に応じてフードを交換する必要がなくなる。また副送水チューブをフード
に装着した状態では、良好な副送水作業を行なうことができる。
【０００７】
副送水チューブ選択保持部は、副送水チューブの先端に固定された、該副送水チューブの
外径より大きいパイプ固定部材と；このパイプ固定部材の全部と副送水チューブの先端一
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部を着脱可能に支持する、フードに形成した凹部と；を有することが好ましい。
【０００８】
より具体的に副送水チューブ選択保持部は、パイプ固定部材が内視鏡先端部の外周面一部
に沿う円弧面を有する、副送水チューブ先端に固定された偏平な略三角柱状部材であるこ
とが好ましく、一方のフードにはこの三角柱状パイプ固定部材を内周側から受け入れるパ
イプ固定部材凹部と、副送水チューブを内周側から受け入れるチューブ凹部とが形成され
ていることが好ましい。
【０００９】
別の態様では、パイプ固定部材が内視鏡先端部の外周面一部に沿う円弧面を有する、副送
水チューブ先端から一定の距離をあけて固定された偏平な略三角柱状部材であることが好
ましく、一方のフードには副送水チューブの先端部を嵌める該フードの副送水通路と同心
の先端挿入穴と、この三角柱状パイプ固定部材を内周側から受け入れるパイプ固定部材凹
部と、副送水チューブを内周側から受け入れるチューブ凹部とが形成されていることが好
ましい。先端挿入穴は、副送水チューブと副送水通路とを水密に接続させるため、副送水
チューブの外径よりも小径に形成されることが好ましい。
【００１０】
さらに別の態様では、副送水チューブに該先端から一定の距離をあけて形成された小径段
部と；この小径段部及び副送水チューブを内周側から受け入れる、フードに形成された凹
部と；からなることが好ましい。この構成によれば、パイプ固定部材を用いずに、副送水
チューブをフードに対して着脱可能とすることができる。
【００１１】
フードは、着脱の容易性や水密性等を考慮して、弾性部材により形成されていることが好
ましい。
【００１２】
【発明の実施形態】
図１は、本発明によるフード構造を適用した内視鏡１０の一実施形態を示す概略外観図で
ある。内視鏡１０は、被検者の体腔内に挿入される挿入部１１とその基部側に接続された
操作部１２を有している。挿入部１１は、先端側から順に先端部１３、湾曲部１４及び可
撓管部１５を有しており、さらに可撓管部１５が連結部１６を介して操作部１２に接続し
ている。操作部１２からはユニバーサルチューブ１７が延設されており、該ユニバーサル
チューブ１７の末端に設けたコネクタ部１８は、内視鏡本体とは別体の図示しないプロセ
ッサに着脱可能となっている。
【００１３】
先端部１３の端面には、図２に示すように、対物レンズ２１、一対の配光レンズ２２、処
置具挿通チャンネル出口２３、送気ノズル２４及び送水ノズル２５が配置されている。対
物レンズ２１は、観察物体の像を先端部１３内のＣＣＤ１９上に結像させる。ＣＣＤ１９
による像信号は、信号伝送ケーブルを介してプロセッサに送られ、ＴＶモニタに表示され
る。配光レンズ２２は、ライトガイドファイバを介してプロセッサの光源に接続されてい
る。処置具挿通チャンネル出口２３は、操作部１２の処置具挿入口２０に連通している。
送気ノズル２４は送気チューブを介して送気源に接続されており、操作部１２の送気ボタ
ン２７の操作により空気を噴出する。送水ノズル２５は送水チューブを介して送水源に接
続されており、操作部１２の送水ボタン２８の操作により水を噴出する。
【００１４】
先端部１３の外周面には、フッ素ゴムやシリコンゴム等の弾性材料からなる筒状のフード
３０が被着されている。このフード３０は、対物レンズ２１と観察物体との間に距離を確
保する機能を有しており、その先端面には、図２に示すように略楕円形状の副送水口３１
が形成されている。副送水口３１は、送水ノズル２５による送水とは別に、先端部１３か
ら観察物体へ向けて液体を送出する送出口である。この副送水口３１には、挿入部１１の
外周面に沿わせて配置される副送水チューブ３２を介して、副送水源からの洗浄液や染色
液が送出される。
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【００１５】
本実施形態の特徴は、フード３０に対して副送水チューブ３２を着脱可能に保持する副送
水チューブ選択保持部と、該選択保持部により保持された副送水チューブ３２に連通する
副送水通路３５とを備えた点にある。具体的には、図３～図６に示すように、副送水チュ
ーブ３２の先端部３２ａに該副送水チューブ３２の外径よりも大きいパイプ固定部材３３
を固定し、且つ、フード３０に、該パイプ固定部材３３及び副送水チューブ３２の先端部
を着脱可能に支持する凹部３４及びこの凹部３４と副送水口３１を連通させる副送水通路
３５を形成したことを特徴としている。
【００１６】
パイプ固定部材３３は、図５に示すように、偏平な略三角柱状をなし、先端部１３の外周
面一部に沿う円弧面３３ａを有している。一方、フード３０に形成された凹部３４は、図
６に示すように、副送水チューブ３２を内周側から（先端部１３の外周面に沿って）受け
入れるチューブ凹部３４ａと、パイプ固定部材３３を内周側から（先端部１３の外周面に
沿って）受け入れるパイプ固定部材凹部３４ｂとから構成されている。このパイプ固定部
材凹部３４ｂには、副送水口３１に連通した副送水通路３５が接続されている。副送水通
路３５は、副送水チューブ３２の内径よりも小径で、副送水口３１に近づくにつれて徐々
に視野中心方向（対物レンズ２１の光軸方向）に向かって傾斜している。
【００１７】
上記パイプ固定部材３３が固定された副送水チューブ３２は、チューブ凹部３４ａから挿
入していき、パイプ固定部材３３をパイプ固定部材凹部３４ｂに完全に嵌め込むことで、
フード３０に装着することができる（図３、図４参照）。すなわち、フード３０内の副送
水通路３５と副送水チューブ３２とが接続し、副送水源からの各種液体を副送水口３１か
ら観察物体へ向けて送出することができる。副送水チューブ３２をフード３０から外す場
合は、副送水チューブ３２に一定以上の抜き力を作用させればよい。このように副送水チ
ューブ３２をフード３０に対して着脱可能とすれば、副送水機能の要否に応じて副送水チ
ューブ３２を装着又は脱着することができ、先端部１３に装着するフードを副送水機能の
有無に応じて交換する必要がなくなる。また、副送水機能付きフードと副送水機能なしフ
ードとを別々に備える必要がなく、保有するフードの数を減らすことができる。
【００１８】
図７～図９は、本発明の第２実施形態を示している。この第２実施形態では、図８に示す
ように副送水チューブ３２の先端部３２ａから一定の距離だけ離れた位置にパイプ固定部
材３３を固定し、図９に示すようにフード３０にパイプ固定部材凹部３４ｂと副送水通路
３５との間に位置させて、副送水チューブ３２の先端部３２ａを嵌める先端挿入穴３４ｃ
を形成してある。この先端挿入穴３４ｃの径φＡは副送水チューブ３２の外径φＢよりも
小径に形成されていて、該先端挿入穴３４ｃに副送水チューブ３２の先端部３２ａを嵌め
込むことで、フード３０に装着することができる（図７参照）。この装着状態では、副送
水チューブ３２の先端部３２ａを副送水通路３５に確実に接続させることができ、良好な
副送水作業を行なうことができる。パイプ固定部材凹部３４ｂはパイプ固定部材３３より
も若干大きく形成されているため、内視鏡操作中に副送水チューブ３２ががたついて先端
部１３と副送水チューブ３２との間に図１０に示すような隙間αが生じる場合があるが、
本実施形態では副送水チューブ３２の先端部３２ａと副送水通路３５が確実に接続されて
いるので、隙間αが生じていても該隙間αから液体が漏れることがなく、また液体漏れに
よる送出水圧の低下も防止することができる。副送水チューブ３２をフード３０から外す
場合は、副送水チューブ３２に一定以上の抜き力を作用させればよい。
【００１９】
図１１～図１４は、本発明の第３実施形態を示している。この第３実施形態は、パイプ固
定部材を用いずに、フード３０に対して副送水チューブ３２を着脱可能とした実施形態で
ある。すなわち、図１２に示すように副送水チューブ３２の先端部３２ａから一定の距離
だけ離れた位置に小径段部３２ｂを形成し、図１３に示すようにフード３０に該小径段部
３２ｂを含む副送水チューブ３２を嵌める凹部３６を形成してある。フード３０に形成さ
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れた凹部３６は、副送水チューブ３２を内周側から受け入れるチューブ凹部３６ａ、小径
段部３２ｂを嵌める小径凹部３６ｂ及び副送水チューブ３２の先端部３２ａを嵌める先端
挿入穴３６ｃからなり、該先端挿入穴３６ｃは副送水通路３５に連続されている。副送水
チューブ３２は、チューブ凹部３６ａから挿入して小径段部３２ｂを小径凹部３６ｂに嵌
め込むことで、フード３０に装着することができる（図１１、図１４参照）。この装着状
態では、フード３０内の副送水通路３５と副送水チューブ３２とが接続し、副送水源から
の液体を副送水穴３１から観察物体へ向けて送出することができる。副送水チューブ３２
をフード３０から外す場合は、副送水チューブ３２に一定以上の抜き力を作用させればよ
い。この第３実施形態によっても、副送水機能の要否に応じて副送水チューブ３２を装着
又は脱着することができる。
【００２０】
以上、図示実施形態を参照して本発明を説明したが、本発明は図示実施形態に限定される
ものではない。例えば、本発明のフード構造は、ＣＣＤの代わりに光学ファイバや接眼レ
ンズを用いた光学内視鏡にも適用可能である。
【００２１】
【発明の効果】
以上のように本発明よれば、内視鏡の挿入部先端に装着されるフードに対して副送水チュ
ーブを容易に着脱することができ、且つ、副送水チューブの装着状態では良好な副送水作
業を行なえる内視鏡のフード構造を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用したフードが装着される内視鏡（副送水チューブ未装着状態）の一
実施形態を示す概略外観図である。
【図２】図１のII方向矢視図である。
【図３】本発明によるフード構造の第１実施形態を示す部分断面図である。
【図４】図３のＡ－Ａ線に沿う断面図である。
【図５】図３のパイプ固定部材及び副送水チューブを拡大して示す（ａ）正面図、（ｂ）
側面図である。
【図６】図３のフードに形成された凹部を拡大して示す部分断面図である。
【図７】本発明によるフード構造の第２実施形態を示す部分断面図である。
【図８】図７のパイプ固定部材及び副送水チューブを拡大して示す（ａ）正面図、（ｂ）
側面図である。
【図９】図７のフードに形成された凹部を拡大して示す部分断面図である。
【図１０】図７のＢ－Ｂ線に沿う断面図であり、パイプ固定部材の円弧面長さが挿入部外
周一部の長さよりも（ａ）長い場合及び（ｂ）短い場合を示している。
【図１１】本発明によるフード構造の第３実施形態を示す部分断面図である。
【図１２】図１１の副送水チューブを拡大して示す側面図である。
【図１３】図１１のフードに形成された凹部を拡大して示す部分断面図である。
【図１４】（ａ）図１１のＣ－Ｃ線に沿う断面図であり、（ｂ）図１１のＤ－Ｄ線に沿う
断面図である。
【符号の説明】
１０　内視鏡
１１　挿入部
１２　操作部
１３　先端部
３０　フード
３１　副送水口
３２　副送水チューブ
３２ａ　先端部
３２ｂ　小径段部
３３　パイプ固定部材
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３３ａ　円弧面
３４　凹部
３４ａ　チューブ凹部
３４ｂ　パイプ固定部材凹部
３４ｃ　先端挿入穴
３５　副送水通路
３６　凹部
３６ａ　チューブ凹部
３６ｂ　小径凹部
３６ｃ　先端挿入穴

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】
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